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加筆ページ追加
【インボイス、そのた提出書類作成について】

2022年6月20より米国に加えヨーロッパ等宛についても

手書きラベルでの差出が出来なくなります。

インボイスその他提出書類の基本的な書き方については30ページより説明しておりますが、

国際郵便マイページに登録し、そこで全ての提出書類を作成することが出来ます。

（国際マーページについては36ページをご覧ください）

アジア地域においては手書きラベルでの差出でも可能ですが、

国際郵便マイページ上で提出書類を製作することで作業効率が上がりますので、

登録の手間はありますが、国際マイページ上での作成をお勧めします。

（2022年5月25日追加）
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Lost Item Deliver株式会社

忘れ物海外配送マニュアル

かくれたコスト

かくれたコストとは忘れ物を送るときにかかっているオペレーションコストで

数字で見るとビックリされることと思います。

慣れや複数個を同時進行で行えば圧縮出来ますが、

海外に1つの忘れ物を送り返すのに上記コストがかかっていることになります。

なれないと8,000円もの時間的コストを投入しているという事になります。

私は元ホテルマンで日航ホテルというところに勤めていました、

その後輸出入関係の事業を行っておりますが当時ホテルでは

「ゲスト最優先、ゲストはいつも正しい」

「採算を度外視してでもゲストを満足させる」
という事を学び 「ここまでやるのか！！」と

カルチャーショックを受けたくらいでした。

しかし多忙になると気持ちはあっても雑になる、

気づかぬうちに「こなす対応」になっていました。

通常業務以外の負担が増えると、

本来のサービスを提供することが厳しくなっていました。

未熟と言われればそれまでですが、

手間という時間的コストを削減することができれば本来のサービスが提供でき、

ゲストにも満足してもらう事に繋がる そして結果的に金銭的コスト削減にも繋がり

宿泊施設もゲストもWin Winになるのではないかと思っております。
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海外配送は複雑で「破損」や「紛失」等のリスクが多く、

国内輸送に比べハードルは高めとなりますが、その要因となっているのは

発送方法など国や地域により異なることがあげられます。

ネット社会ですので調べようと思えば大抵の事は調べる事が出来ますが、

どこを見れば良いのか？その調べる時間も短縮するために今回は主に
使用頻度の高い日本郵政グループのEMSを基にまとめております。

渡航が禁止されて約2年、その間に郵便による海外配送の仕組みも変わり

コロナ前のやり方では出来なくなっているものもありますのでご参考にしてください。

【工程・時間・コスト】

多くの宿泊施設様では海外ゲストの忘れ物が発生した場合

下記の工数を行われている事とと思います。

① ゲストからの問い合わせ～メールSNSでのやり取り又は電話

② 配送可能か調べる

③ 保険

④ キャリア選定（品物にあった配送手段）

⑤ 梱包資材の選定～購入～梱包作業

⑥ インボイスの作成

⑦ 配送料の決済方法選定～決済

⑧ 荷物の追跡

⑨ 破損紛失があった場合の対応

⑩ 決済が行われない場合の対応
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⑨⑩を除いた工程に関わる大まかな時間は下記になります。

1・メールSNSでのやり取り6回以上

対応時間：30分～1時間以上。（言語により対応時間前後）

＊保険の有無を含めると10回以上のやり取りになることもあります。

＊トラブル回避の為メール・SNSを使ったやり取りが多いようです。

2・配送可能な物か調べる？

対応時間：10分～30分

＊3か所の確認が必用となります、詳しくは下記に記しております。

3・キャリア選定（配送手段選定）

対応時間：5分～30分

＊品物により最適なキャリアが変わってきます。

4・配送料～決済方法の選定

対応時間：10分～30分

＊着払い決済が出来ない事が多いので、決済方法をどうするか？

カード、振込、電子決済？

＊入金がされず宿泊施設様の持出になることも…

5・保険（必要な場合）

対応時間：10分～20分

6・梱包資材の選定～買い出し～梱包作業

対応時間：10分～1時間以上

7・インボイス作成

対応時間：10分～1時間（慣れや手書き不可地域等により前後します）

8・荷物の追跡5分～20分

発送するまでに1時間30分、なれない場合だと5時間10分時もの時間が

かかることになります。

（＊時間は目安で品物、人により様々ですので参考としてください）
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ホテルスタッフの平均年収が320万と言われていますので（平均年収.jp調べ）

時給換算で1,587円なんと2380.5円～8199.5円ものコストがかかることとなります。

これは発送するまでで、破損や誤配などトラブルが起きた場合を除いておりますが、

何らかのトラブルが発生した場合さらに時間的コストがかかっていることになります。

では効率よく忘れ物を返送するためにどのようにしたらよいのでしょうか？

こちらの資料では配送に関し下記の4つに分けました。

① 送ることが出来る物か？
ゲストの国に送ることが出来る忘れ物か？禁制品ではないか？

1・禁制品を調べる3か所 P6

2・国別禁制品の調べ方 P9

3・タブレット、PC等のルール P11

② 配送キャリアと特徴
1・どんな配送会社があるの？ P13

2・EMS/クーリエの特徴 P14

3・サイズと料金仕組みの違い P15

4・保険 P17

5・ゲストの受取が出来なかった場合 P19

6・関税について P25

③ 梱包とインボイス
1・梱包 P26

2・インボイス P28

3・ラベル（送り状）P33

4・問合せ先 P39

④ その他・まとめ
1・配送出来ない地域 P40

2・EMS・クーリエどこを使えばいいの？ P41 6



① 【送ることが出来る物か？】

まずその忘れ物（品物）はゲストの国に送ることが出来る物か？

禁制品ではないか？を調べることとなります。

コンプライアンスが重視される昨今ですので入念にご確認ください。

1-1【禁制品を調べる3つ】

1・日本の法律で取扱いが禁止されている物ではないか？

2・ゲストの国で取扱いが禁止されている物ではないか？

3・配送キャリアが取り扱いを禁止している物ではないか？

1・日本の法律で取扱いが禁止されているもの。

一般的に日本の法律に抵触するものはNGとなります。

こちらはそう悩むことはないかと思います。

2・ゲストの国で取扱いが禁止されているもの。

宗教的、政治的背景により様々な物が禁止されていますので、

国により調べる必要があります。

例えばアメリカは、旧ソヴィエト連邦又は中国大陸産の毛皮及び皮革（動物の皮を

加工したもの）はNGで、これから訪日が増えるだろうと予想されているタイは

牛肉入を含むレトルト食品は牛海綿状脳症（BSE）に関する安全証明を添付

したものしか送れません。

中国ではラジオ、台湾は銃の形をしていればおもちゃでも条件付き物品となります。

またシンガポールではお守り、スリランカではコーヒー及びコーヒーを含む食品、

インドでは髭剃り用ブラシ等、日本では何ともなさそうな物でもNGとなります。

今まで送った事があるよという方もおられると思いますが、

それは税関で全ての郵便物を確認できない為検査をすり抜けた物となります。

発覚した場合は廃棄処分や返送となる可能性があります。
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また台湾では禁制品を包有する場合は、当該物品の没収に加え、

当該物品価格の３倍の罰金が課されますので十分に調べたうえ

ゲストの方と打合せを行う必要があります。

3・配送キャリアが取り扱いを禁止している物

EMSの場合万国郵便条約に規定されている禁制品で、日本で禁止されている物と

同様で禁止薬物や航空危険物に指定されている物になります。

（＊EMS＝国際スピード郵便 各国の郵便で行う海外配送サービスの事です）

【航空機による輸送が出来ない物】
https://www.post.japanpost.jp/question/24.html

＊出展、引用：日本郵政グループ
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1-2【国別禁制品の調べ方】

【世界共通で送れないもの】
EMSで世界共通で送れない物は下記になります。

スプレー缶・香水・花火・クラッカー・日焼け止め（アルコール24％以上）

マニキュア・ヘアトニック（アルコール24％以上）・電子タバコ、

アルコール飲料（アルコール24％以上）・モバイルバッテリー

（貴重品）

硬貨・紙幣・旅行小切手・金・銀等（加工した物含む）

＊EMS（国際スピード郵便）では、硬貨や紙幣、旅行小切手、金など、

貴重品に規定されている物は送ることができません。

郵送する場合、小包郵便物や通常郵便物で書留または保険付きで

発送することは出来ます。

国際郵便で送れない物全世界共通
https://www.post.japanpost.jp/int/use/restriction/index.html

＊出展、引用：日本郵政グループ 9
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【宛先国によって送れないもの】

国により様々なものが禁制品や条件付きとなりますので、赤丸をクリックして

ご確認ください。

（＊その他のページでも確認できますが下記が一番詳しく見る事が出来るようです）

地域別をクリックすると下記画面になり、国別の細かな配送条件を見る事が出来ます。

国別で見る宛先国によって送れないもの
https://www.post.japanpost.jp/int/download/index.html#jyouken

＊出展、引用：日本郵政グループ

＊出展、引用：日本郵政グループ
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【財務省HP】

財務省にも輸出入禁止・規制品目のページがありますのでこちらもご確認ください。

輸出入禁止・規制品目
https://www.customs.go.jp/mizugiwa/kinshi.htm

＊出展、引用：関税局
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1-3【タブレット、PC等のルール】

タブレット等は返送確率が高いもですが、

パソコン、スマートフォン、タブレット等家電製品に使われている

リチウムイオンバッテリーと呼ばれる充電タイプのバッテリーが付いている物を

送る場合、細かなルールがあります。

◆パソコンにリチウムイオンバッテリーが内蔵されている場合OK

◆パソコンとバッテリー別NG

◆リチウムイオンバッテリー単体NG（モバイルバッテリー含む）

◆複数個を同時に送ることはなかなかないかと思いますが

個数に制限があることも知っておくと良いかと思います。

＊出展、引用：日本郵政グループ
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【国際郵便によるリチウム電池の郵送条件】

またリチウム電池の輸出入を制限していない国や地域宛に差出こと、

ということも条件もありますので合わせてご確認ください。

国際郵便によるリチウム電池の郵送条件
https://www.post.japanpost.jp/int/use/restriction/restriction02.pdf

＊出展、引用：日本郵政グループ 13



②【配送キャリアと特徴】

2-1【そもそもどんな配送会社があるの?】

大きく分けると配送手段は2つEMS 又はクーリエになります。

EMSは国際郵便 公的機関によるものです。

クーリエは国際宅配便 民間によるものです。

＊クーリエは海外に書類や、小口荷物を届ける民間の配達サービスのことをいいます。

クーリエは沢山の民間配送会社がありますが、現段階ではDHL又はFedEx
のどちらかで大丈夫です。

【EMS（国際スピード郵便）日本郵便】

EMS（Express Mail Service）は、万国郵便連合に加盟している世界各国の郵政省や

郵政庁、郵政公社などの公的配送会社が行っている国際配送サービスのことです。

世界120以上の国や地域に30kgまでの書類やお荷物を送れる国際郵便です。

【DHLドイツの物流会社 （クーリエ国際宅配便）】
DHLは世界で228以上の国と地域に対する配送に対応しているドイツの物流会社です。
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【FedExアメリカの物流会社 （クーリエ国際宅配便）】

FedExは、220以上の国と地域に書類、小荷物などの国際宅配便及び

重量貨物向けの国際輸送サービスを提供する世界最大の航空貨物輸送会社です。

2-2【EMS/クーリエの特徴】

EMSの特徴は料金が安いということが最大の特徴となります。

DHLの特徴は配達スピードの速さです。

一部のアジア主要都市向けであれば、翌営業日着も実現しています。

FedExはファースト、プライオリティ、エコノミーとあり早い程料金は高くなります。

緊急時でなければエコノミーで十分です。

エコノミーの配達日数は、アジア地域で2～4営業日、米国で3営業日、ヨーロッパで

3～4営業日となっています。配送日数は目安と考えておいてください

＊EMSに比べFedExとDHLは有事の影響を受けにくくなっています。

EMSが引受停止されてもクーリエだと配送できる理由は両社とも自社所有の飛行機で

配送する為になります。

＊2022年4月現在新型コロナの影響によりFedExエコノミーは停止しております。

https://www.fedex.com/content/dam/fedex/apac-asia-pacific/downloads/fedex-covid-
service-update-ja-jp.pdf
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2-3【サイズと料金仕組みの違い】

日本国内での配送の場合、配送料は3辺の合計で配送料が決定することが多いのですが

海外配送の場合EMS、クーリエとも仕組みが違いますのでどれを選ぶかは

品物によって違ってきます。

◆EMS サイズではなく実重量で料金が決まります。

◆クーリエ 実重量と容積重量の重たい方を基準に料金が決まります。

＊例えばぬいぐるみ等の大きくて軽いものはクーリエで送ると高くなる傾向があります。

【EMSで送れるサイズ】

EMSで発送可能なサイズは下記が基準となります。

長さ（最長辺）＝1.5m以内

長さ＋横周り＝3m以内

重さ30kg以内

＊箱だとしたら縦＋横＋高さが3m以内ということになります。

ただし国や地域により一部ですが変わる場合があります。

例えばアメリカだと3辺の合計が2.75ｍ以内となります。

長さ（最長辺）＝1.5m以内

長さ＋横周り＝2,75m以内

重さ30kg以内

送り先の国や地域によってはサイズが変わりますので微妙なサイズの場合

下記でご確認ください。
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EMS(国際スピード郵便 )大きさ・重量制限一覧表
https://www.post.japanpost.jp/int/ems/size/index.html

＊出展、引用：日本郵政グループ
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2-4【保険】

荷物の取り扱いは日本と比べてかなり雑です。

投げる、放置するなど荷物が乱暴に扱われることも珍しい事ではありませんので、

破損が考えられるものは保険についてもゲストと相談することが必要になります。

【EMS】

EMSの場合2万円まで無料、以降2万増えるごとに50円

200万まで保険を掛けることが出来ます。

EMS（国際スピード郵便）損害賠償制度
https://www.post.japanpost.jp/int/ems/service/damage.html

＊出展、引用：日本郵政グループ
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【クーリエ】

＊変更になることも多いため都度問合せください。

◆DHL

＊出展、引用：DHL

◆FedEx

FedExの場合必用に応じて別途保険会社または保険代理店で保険に

ご加入いただく事となりますので複雑度は増します。

DHL荷物の保証
https://mydhl.express.dhl/jp/ja/shipment/shipment-protection-options.html

＊出展、引用：DHL
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2-5【ゲストの受取が出来なかった場】

荷物は送ったが何らかの理由で荷物が届いていない場合ですが

EMSならウェブ上でまず追跡調査を行ってください。

しかしカナダやオーストラリアなど、一部追跡ができない国があります。

そのような場合には「調査請求書」を提出し直接調査を依頼することとなります。

しかしカナダような先進国であっても1ヵ月返事なしなどの場合もあります。

さらにフランス・イギリスあてのEMSは、不在持ち戻りの際は追跡システム上

「お届け先にお届け済み」と表示されます。

（受取人住所最寄の郵便局に預かりとなっています）

郵便追跡サービス
https://trackings.post.japanpost.jp/services/srv/search/

＊出展、引用：日本郵政グループ
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ドイツあてEMSについては、地方税関で保留または配達子会社に引渡しされている場合に

「ご不在のため持ち戻り」又は「お届け先にお届け済み」と表示される場合があります。

なんともいい加減な追跡調査ですが、海外に荷物を送るときは

おおらかな気持ちとゲストと入念に打合せを行っておく必要があります。

さらに日本郵政ウェブページには下記が記載されています。

“名あて国の状況によっては海外情報が一部検索できない場合や情報反映に

時間を要す場合がありますので、あらかじめご了承ください。

なお、データの検索が出来ない場合には、お近くの郵便局へお申し出ください“

“時差により、検索結果の最新状態および詳細の表示順が、実際の取り扱い順と

異なる場合がありますのでご了承ください”

“海外情報の交換を試験的に行っている国・地域については、情報の検索が出来ない場合や

情報の繁栄に時間を要する場合がありますので、あらかじめご了承ください。”

“日本の「郵便追跡サービス」で検索できなかった場合でも、情報交換のタイミングにより、

「海外の郵便局リンク」ウェブサイトで検索できる場合があります“

＊出展、引用：日本郵政グループ

情報が確かではない事と反映が遅い場合もありますということですので

海外郵便局リンクで追跡することも行ってください。

21



海外の郵便局リンクは下記になります。

EMS海外の郵便局リンク
https://www.post.japanpost.jp/int/ems/delivery/link.html

＊出展、引用：日本郵政グループ
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【返送のリスク】

海外配送は不在票を入れない場合もありゲストは荷物の到着を知らず、

期限がきて配送元に送り返されるという場合もあります。

その場合の返済費用は、

【EMS】
返送費用は掛かりません。

全世界どこからでも返送費用負担はありません

【クーリエ】

返送費用が発生します。

クーリエで返送された場合、返送費用は宿泊施設様のご負担となる場合が多い

ようですので到着予定日を過ぎても配達完了にならない場合は

確認することをお勧めします。

EMSでの配送日数については実際の表記より長くなる傾向がありますので

目安として考えておく必要があります。

＊特にイタリアなどは遅延が発送しやすい国となります。
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【追跡調査が行えない場合の手順】

配達予定日を過ぎても配達完了にならない場合下記の手順で

ゲストにご連絡することをお勧めします。

① 「配送状況を確認していますが追跡番号を追えない状態になっております。

荷物の到着はしておりますでしょうか？」とゲストに連絡を取ってみてください。

② 届いていない場合

「まだ到着しないようなら郵便局に調査請求書を提出します」と伝える。

③ 郵便局に調査請求書を提出する。

＊調査請求は電話での受付はしていませんので、荷物を出した郵便局の窓口に依頼

いただく事となります。

④ その後は状況をこまめにゲストに伝える

＊配送日数は目安ですので2～3日遅れることはよくあります。

事前に配送予定日を長めに伝えて打ち合わせしておくことと、

こちらから連絡をとることで「配送状況を確認してくれているのだ」と

ゲストからの信頼を壊すことは少なくなります。

トラブルを回避するためにも手間のかかる作業ですが是非お試しください。
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記入例は下記になります。

追跡調査請求書用紙のダウンロード
https://www.post.japanpost.jp/int/question/emsinquiry.doc

＊出展、引用：日本郵政グループ
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2-6【関税について】

忘れ物については基本的には元々お客様の物ですので関税がかかることは

ございませんが、仕組みと実例を含めまとめてみました。

基本的と言いますのは例外として忘れ物でも荷物が高額や新品と相手国で判断された場合

関税が発生する場合がある為です。

一眼レフのカメラをインドに送ったとき、5万円もの関税がかかり手元に届くまで

半年を有した例もあります。

日本郵政に問い合わせをすると相手国次第ですのでどうすることも出来ない

との回答でした。

このようなトラブルを回避するには関税の可能性をゲストに伝えておく必要があります。

【関税の支払いと通関手続きの違い】

【EMS】

税関で全ての郵便物を確認できない為一部ピックアップして内容のチェックが行われます。

EMSは送料を支払うのは発送人

配送先の国でかかった関税を支払うのは受取人と決まっています。

＊内容物が20万円以上の場合、国際郵便交換局内にある税関の出張所で、税関職員による

検査があり、受取人またはその代理人が通関手続きを行う必要があります。

郵便局に委託する場合1件2,800円、さらに配送するする国でもかかります。

【クーリエ】

通関士が税関に荷物の申告を行い関税が決定されます。（事前にわかる）

支払いは発送人払いなのか受取人払いなのか選べます。

＊EMSで関税が発生したり、しなかったりする事がおきますが

簡易的であることが起因している為となります。

26



③【梱包・インボイス・ラベル】

3-1【梱包】

保険でも書いた通り荷物の取り扱いは日本と比べて雑です。

投げる、放置するなど荷物が乱暴に扱われることも珍しい事ではありませんので

破損を防ぐためにも梱包には細心の注意を行うことがトラブル回避になります。

国内はエコの観点からも紙袋が推進されますが、海外に紙袋で送るのは梱包無しの

裸で送るくらいの感覚と考えておいてください。

ですので基本小さくてもダンボールに入れることがお勧めです。

また箱の中で荷物が動かないよう緩衝材や専用の資材を使う事が

トラブルを防ぐことになります。

＊LIDタブレット梱包

底上げをしエアキャップで保護、ラップで固定したのち

この上にさらにエアパッキンで隙間を埋めます。
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また税関においての開封もまれにですが起こることがあります。

問題がない場合再梱包され相手先へ届けられますが、再梱包が元のように行われず

破損が起きる場合もありますのでテープでぐるぐる巻きにするなどの

梱包は行わず、再梱包の際に発送時の状態を復元しやすくするのもコツです。

EMSでもし開封時に破損が起こった場合は、シールなどで開封検査が行われたことが

明記され、保険による補償を受けることができます。

＊梱包資材として再利用した下記のような禁制品が封入されていることを

想起させる梱包資材の場合、郵便局では引き取ってもらえない場合もありますので

梱包資材を再利用する場合はご注意ください。

（配送面白小話）

日本では出来るだけ小さくして送ろうとしますが

海外に小さい物を送ろうとしたとき局員さんに

「小さいと紛失しやすいですよ」

と言われ慌てて大きな箱に入れなおして送ったことがありました。

海外特有の人柄？も郵便事情に影響しているようですｗ

＊出展、引用：日本郵政グループ
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3-2【インボイス】

【インボイスとは？】
日本郵便のホームページでは以下のように説明してあり、必要となる

書類の種類や数が、国別で変わってきますので確認する必要があります。

“インボイスとは、物品を送るときに税関への申告、検査などで必要となる書類です。

また、相手国での輸入通関をする際に必要となりますので正確に記載してください。

国によって必要となる書類の種類や数が異なる場合がありますのでご確認ください。“

EMSの発送に必要な書類
https://www.post.japanpost.jp/int/use/document.html

＊出展、引用：日本郵政グループ
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【EMSインボイスの書き方】

インボイスを作成する場合、送り先の国で通用する言語または英語、フランス語で
作成することとなります。
日本郵便のウェブサイトではインボイスの記入方法がありますので基本的には
これに沿って記入していけば大丈夫です。

＊また記入時の注意点としては言語の他に、20万以上ものを送る場合、又は
日本郵便に通関手続きを委任する場合は英語での作成になります。

【ご利用方法インボイスについて】
https://www.post.japanpost.jp/int/use/writing/invoice.html

記入箇所

①差出人様氏名と正確な住所、電話番号を記入してください。
②受取人様氏名と正確な住所、電話番号を記入してください。
③作成年月日、作成地を記入してください。
④小包ラベルまたはEMSラベルの番号を記入してください。
⑤発送手段を記入してください(国際小包の場合「Parcel Post」、EMSの場合「EMS」、
その他の場合 「International Mail」と記入)。

⑥該当する箇所にチェックを入れてください。
⑦内容品について具体的な品名、正味重量、数量、単価、品名ごとの総額、合計額を記入
してください。「生活用品」などのあいまいな記入は避けてください。
⑧通貨を明記してください。(JPY US$等)
⑨内容品の外装の総個数、総重量、原産国名を記入してください。
⑩差出人様の署名を記入してください。

＊出展、引用：日本郵政グループ
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インボイスの記入例

＊出展、引用：日本郵政グループ
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エクセルのインボイスフォーマットは下記赤丸よりダウンロードできます。

【インボイスフォーマットのダウンロードエクセル】
https://www.post.japanpost.jp/int/download/invoice.html

＊EMS以外の配送サービスを利用する場合は、各社で独自のフォーマットが用意

されていますので、その配送サービスが提供しているフォーマットで

インボイスで作成してください。

＊アカウント登録をして、Web上で作成する必要があります。

＊出展、引用：日本郵政グループ
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【DHLインボイスと記入例】
https://dhlexpress.jp/dhl-expresseasy/howto/pdf/content_certificate.pdf

【FedEx】
https://www.fedex.com/ja-jp/new-customer/how-to-fill-out-commercial-invoice.html

＊出展、引用：DHL
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3-3【EMSラベル（送り状）】

EMSラベル（送り状）は下記のようなものですが

コロナ前は手書きでも大丈夫でしたが現在は「国際郵便マイページ」上で

作成したものが基本となっております。

手書きラベル

国際郵便マイページ上でつくるラベルは下記のようなものになります。

＊出展、引用：日本郵政グループ 34



【国際郵便 通関電子データ送信義務化について】

2021年1月1日より通関電子データの送信が義務化されたため、

米国宛の手書きのEMSラベルで差し出すことが原則NGとなっています。

EU加盟国等宛ても通関電子データの送信を強くお奨めしますとなっています。

通関電子データの要求を強化する EU 加盟国等のリスト

https://www.post.japanpost.jp/int/information/2021/1118_01_01.pdf

＊出展、引用：日本郵政グループ
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未送信の場合は、通関の遅れや返送される事例が発生していますので、

原則禁止ですがトラブルを未然に防ぐためにもどの国に送る場合でも

「国際郵便マイページサービス」からラベルを作成してください。

【ラベル（送り状）の作成方法】
ラベルを作成する場合国際郵便マイページサービスに登録して

パソコン又はスマートフォンから作成することができます。

国際郵便マイページサービスページ

https://www.int-mypage.post.japanpost.jp/mypage/M010000.do

＊出展、引用：日本郵政グループ
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マイページを登録すると下記の画面へ行くことができ作成することが出来ます。

赤丸の送り状作成をクリックして作成してください。

【マイページメニュー画像】

＊出展、引用：日本郵政グループ
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パソコン、スマートフォンどちらからでも作ることが出来ますので

解らない場合下記よりご確認ください。

【国際マイページサービスパソコン版使い方】
https://www.post.japanpost.jp/intmypage/howto.html

【国際マイページサービススマートフォン版使い方】
https://www.post.japanpost.jp/intmypage/howto_sp.html

＊出展、引用：日本郵政グループ

＊出展、引用：日本郵政グループ
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【入力時の注意点】

送り主の住所等はローマ字での記入で大丈夫ですが

内容品はローマ字での記入はNGとなりますので、具体的に1つ1つの品物を

英語、フランス語、又は相手国で通用する言語で記入する必要があります。

また食べ物等で大きくFoodとするのではなく、Rice Cracker(せんべい)

等と記入することが求められます。

内容品の英語、中国語は下記で調べる事が出来ます。

https://www.post.japanpost.jp/int/use/publication/contentslist/index.php?lang=_ja

＊出展、引用：日本郵政グループ
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【専用パウチ】

専用パウチとはラベルを郵便物に貼り付ける袋で下記のようなものです。

郵便局でもらう必要がありますが、在庫状況は郵便局により異なりますので

持込予定の郵便局に事前に問合せしておくことをお勧めします。

【問合せ先】

＊海外配送ルールは頻繁に変わる為LIDでも常に情報収集を続けております。

ご質問お悩み等ございましたら何なりとご質問ください

LID問合せフォーム

お問合せフォーム ←クリックください

Facebookメッセンジャー https://www.facebook.com/Lid2022/

＊出展、引用：日本郵政グループ
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④【その他とまとめ】

4-1【その他・配送出来ない地域】

2022年3月現在ですとコロナや紛争等様々な情勢不安により

配送できない地域というのがあり変化していきます。

そのような国に忘れ物を送るのか？というと疑問ですが

間接的に影響を受け引受が停止されるという事が起きてきます。

2022年3月現在EMSでは下記国、地域へ引受が停止されています。

EMS引受停止国（通常郵便、小包郵便物は除く）

オーストラリア、英国、アイスランド、アゼルバイジャン、アラブ首長国連邦、アンドラ、
イスラエル、イタリア、インド、ウクライナ、ウルグアイ、エクアドル、エストニア、エ
ルサルバドル、オーストラリア、オランダ、ガーナ、ガーンジ、ガドループ、カナダ、カ
ンボジア、北マケドニア、キューバ、ギリシャ、グアム、クロアチア、ケニア、コスタリ
カ、サイパン、サウジアラビア、サンピエール、ミクロン、サンマリノ、シエラレオネ、
ジブチ、ジャージー、ジャマイカ、シリア、ジンバブエ、スウェーデン、スーダン、スロ
バキア、セネガル、ソロモン、タンザニア、チェコ、チリ、デンマーク、ドイツ、トリニ
ダード・トバコ、ナイジェリア、ニューカレドニア、ノルウェー、バーレーン、パプア
ニューギニア、パラグアイ、バルバドス、ハンガリー、バングラデシュ、フィジー、フィ
ンランド、プエルトリコ、仏領ギアナ、ブラジル、フランス、ブルガリア、ブルネイ、米
領ヴァージン諸島、ベネズエラ、ベラルーシ、ペルー、ベルギー、ポーランド、ボツワナ、
ポルトガル、ホンジュラス、マルタ、マルチニーク、マン島、ミャンマー、モナコ、モン
ゴル、ラオス、ラトビア、リトアニア、ルーマニア、ルクセンブルグ、ルワンダ、レユニ
オン、ロシア、

＊こちらは刻々と変化していきますので、資料をダウンロードしていただいた

宿泊施設様には定期的にメールにてご案内いたします。
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4-2【EMS ・クーリエどこを使えばいいの？】

EMSは追跡調査等の不備が不安になりますが、クーリエは手続きがかなり複雑です。

品物により梱包方法の指定やパソコンの場合データがあるかなどを聞かれます。

（ここは品物により個別に問合せしていく必要があります）

国内配送のように持ち込めば10分くらいで完了することはまずありません。

ですのでクーリエを使う場合時間的余裕をみて行うことが必要になります。

クーリエは近くに持ち込める場所が少ないこともありますので

その点からみれば郵便局なら日本全国どこにでもあります。

ツアー等の団体ゲストを受け入れている宿泊施設様は、

次の団体様が来られる時にお渡しすることが多いようですが

それでも

・早急に送って欲しい

・個別で予約を受け入れている

等の場合は個別で送られている事と思います。

海外配送を行う上で一般的に言われているのは、

関税が係る可能性がある場合はクーリエ

無償の物を送る場合はEMS

と言われています。

＊可能性がある場合というのは、無償に☑をしていても高額であったり

相手国で新品と判断された場合関税をかけられる場合がある為です。

一度相手国の領事館に問い合わせをした事がありますが残念ながら

明確な回答は得られませんでした。

海外に荷物を送るということはそれだけ曖昧な事も多い
ということになります。

ですのでEMSで送る場合は事前に関税の件をアナウンスしておくことも必要となります。
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弊社の場合ですと品物の大きさにもよりますが、

高額でないものは基本EMS

高額品はクーリエと使い分けております。

ただどちらの配送キャリアを使うにしても海外配送は複雑でアバウトですので

トラブルは国内配送に比べて高くなります。

トラブルは起きるもので何か起きれば柔軟に都度対応していくという

おおらかな気持ちで行った方が良いのかもしれません。

そして返送する数やスピード、配達されなかった時の手続き、返送費用、

高額品かも含め、細かな仕組みを理解したうえで、

「自社でどこまでの対応なら負担にならないのか？」

を考慮したうえで検討されると良いかと思います。

トラブルの例として、インボイスに記入する忘れ物の金額を

「聞き忘れた」「聞きにくい」等の理由で実際より安い金額を記入してしまい

保険対応金額が不足し自社負担になった例もあります。

そこで第3の選択としてLost Item Delivery株式会社も加えてみてください。

弊社は宿泊施設様に代わり忘れ物を代行配送するサービスを行っております。

リスクゼロで配送にかかる手間とコストが削減できます。

第3者が入ることにより、忘れ物の金額等聞きにくい点もクリアできますし

なにより時間的、金銭的コスト削減も出来ます。

ホテル、旅館、宿泊施設様の費用は一切発生いたしません。
43



最初の問合せで忘れ物の現物確認をした後は、

「配送会社から連絡をさせます。」と伝えて頂くだけ。

その後のやり取りから全て丸投げ出来るサービスとなっております。

無料で忘れ物の専属スタッフを雇用したとお考え下さい。

配送が決まれば宿泊施設様は弊社に着払いで送っていただくだけ。

破損、紛失、誤配、送り戻しなど、配送中のトラブルが発生した場合も大丈夫です！

LIDで全て責任をもって対応解決いたします！

同封するサンキューレターも相手国の言語でLIDで無料で準備することが出来ます。

またLIDではただ単に忘れ物を返送するだけではなく、

世界との競争であるインバウンド誘致を勝抜くために

観光地を印刷したアニメ段ボールや、地域の楽しみ方を提案し、

再び来ていただけるようリピートを促します。
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1度の訪日でだけで満足してもらうのではなく、

日本にはあんなところもあるよ、こんなところもあるよと

様々なディープな観光コンテンツを紹介することにより、もっと興味を持ってもらい

「新たなを旅してもらおう」というコンセプトで生まれた観光パッケージです。

「日本に行くなら前回良かったあの宿に1泊していこう！」
となる事を目指しております。
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送り主である宿泊施設様を中心としたその地域のパッケージを使用し、

近隣がONE TEAMとなることで多くの訪日客を呼び込み、

地域の観光産業が益々華やかになります。

LIDはホテルマンのホスピタリティで「ゲスト最優先ゲストはいつも正しい」

を基にゲスト対応をしてまいりますのでご安心ください。
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ご利用はユーザー登録だけ

実際にはご利用がなくてもなんら問題ありません。

いざという時に向け準備をしておけばいつ忘れ物が発生しても大丈夫です。

オンラインにてサービス説明とヒアリングを30分程度行いますで、

メリットを感じて頂ければご登録、宿泊施設様が求めているサービスと違えば登録見送り

となります。もちろん登録料など費用は一切発生しません。

サービス説明からご登録までにシステム上1～2営業日かかりますので、

忘れ物が発生した場合に、ゲストとすぐにコンタクトを取りタイムロスを防ぐためにも

ユーザー登録を行っております。

弊社ページより問合せ
お問合せフォーム

オンラインにるサービス説明及び
ヒアリング30分程度

ご登録 登録見送り

忘れ物が発生したらLIDに連絡 忘れ物発生無し

特に何もなしサービス開始 リスク0ゼロ

・宿泊施設様の利用負担ゼロ
・配送においてトラブルが発生した場合もLIDで解決
・コスト削減と集客を同時に行う

リスク0ゼロ

LIDサービス開始までのフロー

リスク0ゼロ！
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LIDでは宿泊施設様のリスクを徹底的に取り除きました。

1・利用負担ゼロ

2・法令違反となる禁制品を誤って送る事がなくなります。

複雑で度々ルール変更が起きる海外配送でもコンプライアンスの遵守が行えます。

3・梱包手法で起こる破損のリスクがなくなります。

4・未着、誤着、返送などが起きた場合もLIDで対応解決。

5・配送による破損が起きた場合も保険適用などLIDで全て対応。

6・宿泊施設様に責任が及ばないことを明記した簡易な電子契約書の発行。

7・ユーザー登録後利用がなくてもOKです。

LIDはリスクゼロで忘れ物の配送から
集客までワンストップで行います。

忘れ物に関してのご質問、お悩み、弊社サービスについて何かございましたら、

何なりと下記よりご連絡ください。必ずお役に立てると確信しております。

お問合せフォーム ←左記をクリックください

メールアドレス lostitem@lost-item.net

お電話 050-3579-4962
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Lost Item Delivery 株式会社

〒874-0927

大分県別府市弓ヶ浜5-20大分合同新聞社2階

電話 050-3579-4962

HP https://lost-item.net/advance-entry/

（改装中）

FB

https://www.facebook.com/Lid2022/?ref=pages_you_manage

宿泊施設様ならず交通機関様、観光施設様、飲食店様など海外ゲストの

忘れ物が発生する所ならどこでもお引受いたしております。

またLIDでは引き取り手のない忘れ物のリユースをしております。

SDGｓが求められる昨今、廃棄される忘れ物が蘇ります。

廃棄料をかけて処分するなら是非LIDにご相談ください。

最後までご覧いただきありがとうございました。

今後YouTubeにて配送マニュアルを一つ一つをアップしていく予定です。

https://www.youtube.com/watch?v=BXQPdJ_BHfQ

宿泊施設さまの商売繁盛のお手伝いが出来ること、そしてこの資料がお役に立てる事を

ロストアイテムデリバリー㈱スタッフ一同祈念しております。 49

https://lost-item.net/advance-entry/#register
https://www.facebook.com/Lid2022/?ref=pages_you_manage
https://www.youtube.com/watch?v=BXQPdJ_BHfQ

	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46
	スライド番号 47
	スライド番号 48
	スライド番号 49

